
被　　服 〔(社) 日本家政学会

2Pp-4　　　　礒田湖龍斉にみる見立て　　その1 -柱絵
　　　　　　　　武蔵野女大短大　前原祥子

　目的　絵画において歴史的伝承的故事をそのまま描くのではなく、時代概念、服飾な
どを超越して当世風に描いた見立絵は、浮世絵ではかなり早くからなされていたが、鈴
木春信は古典画題を中心に見立ての手法で美人画を確立した。その美人画の流れをくむ
第一継承者といわれている礒田湖龍斎についてその人となりと、春信の模倣から春信没
後、湖龍斎独自の絵画を展開するようになってからの作品について、見立てという観点
からその中でも今回は湖龍斎の得意とした柱絵を中心に論を展開する。
　方法　浮世絵に於ける見立て絵を時代をさか上ってしらべ、鈴木春信の見立ての手法
として、説話、故事、因習的な画題、和歌などの文学作品があげられる。春信の模倣に
始まった湖龍斎の作品を春信の作品と比較し、春信没後湖龍斎独自の作風を確立してい
った過程を浮世絵の作品を時代を追って検討する。次いで湖龍斎独自の境地を開いた柱
絵を見立ての手法を中心にしらべる。

　結果　フェノロサが彼の著で「湖龍斎は完全なる天才と称するを得ざれども懸物絵を
作るには特殊の技倆を有し今日存する懸物絵の三分の二は殆ど其の手に成りしもののご
とし」といわしめているように柱絵に彼の才能を発揮した。春信の作品は文学的抒情を
中心とした王朝趣味的見立ての古典文学、謡曲あるいは中国の古典の古事等からのテー
マを取った古典文学的であり湖龍斎もその流れ受けついではいるか、春信ほど古典文学
のぞうしは深くなく、当時の風俗着物の文様や髪型に力を注いだ浮世絵画家であった。

2Pp ５

明治時代の化肢 その１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富山女子短大陶智子

　《目的》幕末以降、西洋文化の流人により人々の生活はあらゆる面で急速に変化したとい

われている。では江戸時代に我が国独自の様式を生み出した化粧法は明治という時代には

どのように変化したのであろうか。また、どのような点は変化しなかったのであろうか。

西洋からの影響はどのようであったのか。今回の発表では、明治時代に発刊された「都の

華」を資料として明治時代の化粧のとらえられかたを明らかにすることを目的とする。

　《方法》「都の華」（都新聞の付録。明治30年６月２日～明治36年11月20日発行の第１巻

～第72巻（第22巻欠））に取り上げられている記事の中から化粧関連の記事について項目

別に分類を行い、どのような項目に胤点がおかれているのかについて考察を行った。

　《結果》「都の華」の内容は、季節ごとの装い・流行・食べ物、昔（江戸時代）の記事、

丿投公募の川柳・都々逸、連載小説、などがその主なものである。表紙は流行の装いが有

名画家によって描かれその詳細な解説が１ページめに取り上げられているという現代のフ

ァッション雑誌的な号と、抽象的な絵柄が描かれている号に大別される。その中で化粧法

そのものを取り上げた記事は２編とたいへんに少ない。他に化粧関連記事としては髪形の

みに関する記事が15編と多い。髪飾りに関する記事なども含めるとさらに多数となる。髪

形力べ明治の女性の装いの中では強い興味関心をひく群分のひとつであったことがうかがえ

よう。「都の華」には化粧自体に関する記事が少なかったため直接その方法については解

明に至らなかった。詳い抒ﾋ粧法については、明治時代に発刊された他の書物などによっ

てその実態をさらに究明してゆきたいと考えている。
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